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社会の変化にしなやかに対応しながらたくましく生きる力を育む学校づくり 

１ 体験的な活動に重点をおいた豊かな学びを展開し、児童に夢と希望を育む。 

２ 教職員の資質・能力を高め、教育目標の実現を目指す組織力の向上を図る。 

３ 社会に開かれた教育過程を推進し、保護者や地域との連携・協働体制を推進する。 

○児童にとって学ぶ喜びを実感できる学校 

○職員にとって働きがいを見出せる学校 

○保護者・地域にとって信頼・期待を寄せられる学校 

○個性を認め、一人一人の児童を大切にできる教師 

○指導力の向上に励む情熱をもった教師 

○児童・保護者・地域から信頼される教師 

【学校教育目標】 

自らの力をひらき、心豊かにたくましく生きる児童の育成 

【校訓】勉強する子 思いやりのある子 元気な子 

 

                       

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

【御所ケ丘中学校区の目標】 

主体的・対話的で深い学びを通して、 

未来に向かってたくましく生きる児童生徒の育成 

～キャリア教育４つの基礎的・汎用的能力を培う教育活動の推進～ 

 

 

 【御所ケ丘中学校区一貫教育の重点目標】 

【御所ケ丘中学校区一貫教育で進めるニューノーマルな学び方】 

 →９年間を見通したつながりの教育 

■ 「守谷型ラーニングスタイル」「広域交流学習」 

■ 「守谷型英語・グローバル教育」・オンライン英会話 

■ 「守谷型ｅポートフォリオ」「デジタル・ノート」 

【御所ケ丘中学校区一貫教育で進めるニューノーマルな心の教育】 

 →いじめ・不登校ゼロパック＋（プラス）の推進 

■ 「いじめ防止プログラム」の実施 

いじめをなくそう仲良し週間 ロング昼休み 

発達に応じた「いじめ防止プログラム」の実施 

■ 「守谷型ＳＳＷ」（中学校区に１人）の活用 

 

 

 

 

 

【守谷市の教育目標】 

新しい時代をたくましく生きぬく人づくりを目指して 

【未来の教育もりやビジョン２０２４】 

◇ニューノーマルな学び方 

「９年間を見通したつながりの教育」 

◇ニューノーマルな心の教育 

「いじめ・不登校ゼロパック＋（プラス）」 

◇ニューノーマルな働き方 

「子どもと向き合うための働きがい改革」 

◇ニューノーマルな学校教育 

「地域とともにみんなのために」 

もりやの教育がめざしているのは、みんなが幸せになる

ために時自己実現できる新しい学校づくりです。 

 

 

 

学校経営の方針 

目指す学校像 

目指す教師像 

 

１ 授業改善研修の計画的実施 

→「関わる力」の育成に重点をおいた授業展開の工夫  

守谷型ｅラーニングを活用した協働学習推進 

２ 個別最適な学習の充実 

   →デジタルドリルの活用 家庭学習の習慣化 

３ 探究的な学習の推進 

  →学校図書館司書や守谷中央図書館との連携 

【数値目標】 

・授業が分かる児童と回答する児童         ９０％以上 

・友達との関わりの中で自分の考えを深めることができる児童９０％以上 

 

１ 英語教育・国際教育の充実 

  →教科専科授業の推進 オンライン英会話（５・６年） 

２ 希望や夢を育む教育の推進 

  →異校種交流（もりや幼保園 守谷高校 等） 職場見学 

３ 守谷型ｅ-ポートフォリオの取組 

  →一人一台端末を活用した「マイミュージアム」の充実 

【数値目標】 

・既習の英単語を活用して簡単な会話ができる児童 ９０％以上 

・夢や希望をもっている児童           ９０％以上 

 

・ 

 

１ 体力の向上 

  →遊ゆうタイムを活用した外遊び奨励 体力アップ運動の強化 

２ 健康教育の推進 

  →外部講師を活用した薬物乱用防止教室や生（性）教育の実施 

３ 安全教育の充実 

  →地域と連携した防災教室の実施 多様な訓練の実施  

【数値目標】 

・体力テストＡ＋Ｂ                  ５７％以上 

・健康で安全な生活を心がけている児童         ９０％以上 

１ 保護者・地域への積極的情報発信 

→ホームページ ポータルサイトの活用 授業公開  

２ コミュニティ・スクール構想の推進 

  →もりやコミュニティ・スクールボランティアバンクの活用  

３ 学校評価の効果的活用 

  →多面的アンケートの実施と結果分析及び公表、学校運営への反映 

【数値目標】 

・情報発信に対する保護者の満足度           ９０％以上 

・もりやコミュニティ・スクールボランティアバンク活用 １０回以上 

１ 基本的生活習慣の定着といじめ・不登校ゼロパックの取組充実 

→いじめをなくそう仲良し週間の実施 いじめ防止授業の実施 

    生活アンケートと教育相談体制の充実 情報モラル教育の充実 

２ 自主性・主体性を育む自治的活動の充実 

  →児童会活動の活性化 行事内容の見直し  

３ 体験的な活動や地域との交流を通した社会性、思いやりの心の醸成 

  →公園探検 町探検 稲作体験 社会科見学 異校種交流 

【数値目標】 

・学校へ来ることが楽しいと回答する児童        ９０％以上 

・いじめはどんなことがあってもいけないと回答する児童１００％ 

ステップアッププラン 

（確かな学力の育成） 

 ヘルス＆フィジカルプラン 

（健やかな体の育成） 

 

 

ニュージェネレーションプラン 

（新しい時代への対応） 

 

 

 

ハートフォーヒューマンプラン 

（豊かな心の育成） 

 

 

 

パートナーシッププラン 

（開かれた学校づくり） 

 

 

 


